
企業局⾧ 近藤 伸幸 企業局次⾧ 三居 康伸

令和４年度鳴門市部⾧実行宣言

視  点 （該当する視点を選択）

最重要課題  チャレンジ  SDGs取組推進

企業局

 水道企画課・水道事業課・浄水場・ボートレース企画課・ボートレース事業課

令和４年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

全国から注目されるＳＧ等競走を成功裏に開催する

開催日 令和4年11月22日（火）～27日（日） 6日間

目標売上 135億円

（本場等4億円 電話・インターネット投票88億円 場外発売43億円）

目標利益 9億円

〇新型コロナウイルス対策に応じた入場制限、入場者数に応じた検温・

手指消毒等の体制づくり、仮設設備の設置

〇インターネット投票者向けのキャンペーン、地上波放送への対応

〇場外発売場への販売促進

宣 言 項 目

ＳＧチャレンジカップ・ＧⅡレディースチャレンジカップ開催事業

現 状 課 題

ＳＧ競走売上実績

＜鳴門＞ Ｒ２ オーシャンカップ 売上152億円（昼）

＜他場＞ Ｒ２ チャレンジカップ等 売上172億円（蒲郡・夜）

     Ｒ３ チャレンジカップ等 売上142億円（多摩川・昼）

〇適切な新型コロナウイルス対策（入場者混雑対策等）

〇インターネット投票売上確保に向けた対策

〇場外発売売上確保に向けた対策



企業局⾧ 近藤 伸幸 企業局次⾧ 三居 康伸

早期に基本計画・基本設計を取りまとめるとともに、デザインビルド方

式の発注仕様書等の作成、業者選定、契約等を円滑に行うことにより、

迅速で効率的な事業として完成までの道筋をつける（事業期間は令和4～

6年度の予定）

〇進捗管理 5月 基本計画・基本設計の取りまとめ

      6月 必要予算の算定・予算計上

      7月 発注仕様書の作成・事業者選定

          11月 実施設計着手

       令和5・6年度 工事

〇デザインビルド方式を採用することで民間のノウハウの活用とコスト

管理及び円滑な事業推進を図る

昭和45年に建設されたボートレース整備棟は、耐震性能が無く施設・設

備も老朽化しているため、被災時等の選手・職員・関係者等の安全性の

確保とボートレース事業の継続的な実施のために、早急な改修が必要で

ある

〇手順が多いことによる複雑な進捗管理

〇規模が大きい事業であるための適切なコスト管理

〇開催日数（年間180日以上）確保を前提として競走水面への出入口が1

カ所であるという特殊条件をクリアする工程・工法の検討

令和４年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

現 状 課 題

令和４年度鳴門市部⾧実行宣言

企業局

 水道企画課・水道事業課・浄水場・ボートレース企画課・ボートレース事業課

視  点 （該当する視点を選択）

最重要課題  チャレンジ  SDGs取組推進

宣 言 項 目

ボートレース整備棟改修事業



企業局⾧ 近藤 伸幸 企業局次⾧ 三居 康伸

現浄水場からの水の供給を絶やすことなく、新たな浄水場を建設するた

め、限られた敷地を最大限活用するとともに複雑な工程の管理と慎重な

工法の検討を行いつつ事業の進捗を図る（供用開始は令和8年度からの予

定）

〇進捗管理 Ｒ4～7年度 建設工事 Ｒ8年度 供用開始 撤去工事

 Ｒ4年度 着水井設備棟建設 管理棟・浄水処理棟基礎工事

       天日乾燥床（一部）建設

〇事業者と協議し、民間ノウハウの活用と適切なコスト管理を行う

〇北島町と維持管理に必要な体制、既存施設の方針、費用負担等につい

て引き続き検討を行う

鳴門市と北島町の浄水場は、旧吉野川を挟んだ対面位置にあり老朽化が

進み耐震性も低いという共通の課題も抱えていたため、平成29年度共同

化に向けた協議会を設立、検討を重ね令和元年度基本計画を策定、令和2

年度事業者選定・契約を行い、令和3年度事業に着手した

〇一部の建設と解体が順次行われる複雑な進捗管理

〇規模が大きい事業であるための適切なコスト管理

〇供用開始後の効率的な維持管理の検討

令和４年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

現 状 課 題

令和４年度鳴門市部⾧実行宣言

企業局

 水道企画課・水道事業課・浄水場・ボートレース企画課・ボートレース事業課

視  点 （該当する視点を選択）

最重要課題  チャレンジ  SDGs取組推進

宣 言 項 目

鳴門市北島町共同浄水場整備事業


